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コンクリート廃材の全量リサイクル技術に関する研究 
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度成長期に建築された建物が更新期を迎え，コンクリート廃材の増大が予測されています。コ

リート廃材は路盤材等に使用されていますが，新たな再利用先が必要となります。本研究では

クリート廃材より再生骨材と硬化セメント微粉を製造し，硬化セメント微粉末は新たなセメン

原材料に利用することで，再生骨材と硬化セメント微粉を再度コンクリートとしてリサイクル

全く廃棄物を出さないコンクリート廃材の全量リサイクル技術の開発を目的とし，北方建築総

究所，九州大学，アグロ技術㈱，日鐵セメント㈱の共同で実施しています。 

60
１週強度
究概要 

年度まで検討してきた湿式選別法により高品質

骨材を製造し，それを用いた再生コンクリートを

しました。再生粗骨材及び再生細骨材はJIS規格

足するものでした。   

生コンクリートは建築構造体用コンクリートと

要求される強度及び耐久性状の試験を行い，試験

果，天然骨材を用いたコンクリートと変わらない

を示しました。同時に製造した硬化セメント微粉

メント原料化の検討を行い，実際に硬化セメント

を原料としたリサイクルセメントを試製した結

化学組成，鉱物組成，力学性状ともに通常のセメ

と同等でした。また，コンクリート廃材のリサイ

方法の二酸化炭素排出量の比較を行い，全量リサ

ル技術は他方式より二酸化炭素排出量を大幅に

可能なことがわかりました。 

再生コンクリート圧縮強度試験結果 
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二酸化炭素排出量比較結果 
用方法・成果 

ンクリート廃材のゼロエミッション化技術を開発し，その実用化が可能となりました。 

技術を活用することで，コンクリート廃棄物の発生量をゼロにします。また，二酸化炭素排出

大幅な削減が可能となります。 


